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ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

だ
け
で
な
く
、
ア
ジ

ア
同
盟
国
に
も
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
５
％
の
軍
事
費

を
求
め
て
き
た
。
長
ら
く
憲
法
９

条
の
理
念
に
基
づ
き
１
％
以
内
に

保
ち
、
近
年
の
急
増
で
も
２
％
弱

の
わ
が
国
に
と
り
由
々
し
き
問
題

で
あ
る
。
履
行
す
る
に
は
医
療
福

祉
の
充
実
と
逆
方
向
に
舵
を
切
る

し
か
な
い
が
、
こ
れ
で
本
当
に
平

和
が
勝
ち
取
れ
る
の
だ
ろ
う
か
▼

こ
の
問
題
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
れ
た
の
が
新
外
交
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
Ｎ
Ｄ
）
の
猿
田
佐
世
弁

護
士
だ
。
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

で
氏
は
「
外
交
で
平
和
を
作
る
」

実
践
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
日
本
は
22
年
時
点
で
米
露
中

印
に
次
ぐ
５
番
目
の
軍
事
大
国
だ

が
、
中
国
の
５
分
の
１
。
台
湾
有

事
が
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
消
え
て

な
く
な
る
運
命
だ
▼
日
本
が
行
う

べ
き
外
交
は
対
中
「
安
心
供
与
」

つ
ま
り
「
一
つ
の
中
国
」
を
尊
重

し
、
他
方
世
界
に
向
け
、「
米
中

の
い
ず
れ
か
を
選
ば
せ
る
な
」
と

宣
言
す
る
こ
と
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
国
々
は
そ
の
「
対
応
力
と
一
体

化
の
強
化
」
を
求
め
、「
米
中
の

い
ず
れ
か
を
選
ぶ
」
と
い
う
意
見

は
８
％
に
過
ぎ
な
い
。
仏
の
マ
ク

ロ
ン
大
統
領
も
「
リ
ス
ク
は
（
米

中
が
）
他
国
に
対
し
て
こ
ち
ら
側

を
選
べ
と
指
示
し
て
く
る
こ
と

だ
」「
欧
亜
が
協
力
し
て
自
立
の

た
め
の
連
合
、
脅
迫
さ
れ
な
い
た

め
の
連
合
を
築
く
こ
と
を
呼
び
か

け
た
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
▼
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
や

る
べ
き
こ
と
は
「
人
権
・
民
主
主

義
・
法
の
支
配
」
実
現
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
、
そ
し
て
き
ち
ん

と
外
交
を
行
う
政
府
を
選
ぶ
こ

と
。
姉
妹
都
市
や
交
換
留
学
生
な

ど
様
々
な
外
交
（
マ
ル
チ
ト
ラ
ッ

ク
外
交
）
の
一
翼
を
担
う
こ
と

だ
。
本
当
の
平
和
に
乾
杯
。（
酔
）

２０２５年(令和７年)９月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１１１号（１）
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もう限界　平和と社会保障を立て直せ！もう限界　平和と社会保障を立て直せ！

９・25いのちまもる総行動９・25いのちまもる総行動

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
地域医療部が介護医療院施設見学会 ２面

８面研
面
究 歯科定例研究会より「予知性をもって咬合再構

成を実施するために知っておきたい理論と術式」

審査対策部だより
「透視診断の減点・復活事例」 ６面

高３まで

　

県
内
41
市
町
の
う
ち
、
11
市
町

で
福
祉
医
療
制
度
が
改
定
さ
れ

た
。

　

た
つ
の
市
・
赤
穂
市
・
香
美
町

・
三
田
市
（
10
月
１
日
〜
）・
淡

路
市
は
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
通

院
・
入
院
と
も
高
３
世
代
ま
で
所

得
制
限
な
し
で
無
料
と
な
っ
た
。

　

中
３
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
助

　

協
会
が
実
施
し
た
２
０
２
５
年
度
福
祉
医
療
制
度
等
調
査
結
果
が

ま
と
ま
っ
た
。
こ
ど
も
医
療
費
無
料
が
さ
ら
に
広
が
り
、
高
校
３
年

生
世
代
ま
で
県
内
す
べ
て
の
自
治
体
で
入
院
医
療
費
無
料
が
実
現
し

た
。
ま
た
、
入
院
・
通
院
と
も
無
料
の
自
治
体
が
30
市
町
と
全
体
の

７
割
を
超
え
た
。
う
ち
26
市
町
は
所
得
制
限
も
撤
廃
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は

５
市
町
が
新
設
し
、
県
内
市
町
の
約
半
数
20
市
町
に
広
が
っ
た
。

成
で
は
、
神
戸
市
以
外
す
べ
て
の

市
町
で
「
中
３
ま
で
通
院
・
入
院

と
も
無
料
」
の
制
度
が
実
現
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
尼
崎
市
、
豊
岡

市
は
対
象
が
住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
低
所
得
者
に
限
ら
れ
る
。

　

三
田
市
は
中
３
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
無
料
化
が
実
現
し
て
い
た

が
２
０
１
８
年
に
低
所
得
者
の
み

減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
自
分
が

や
ら
な
け
れ
ば
」「
一
人
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
」

と
い
う
使
命
を
感
じ
て
い
る
と
話

し
た
。

　

最
後
に
、
参
議
院
選
挙
候
補
者

の
「
核
武
装
は
安
上
が
り
」
発
言

を
批
判
し
な
が
ら
、「
戦
争
と
原

爆
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
平

和
』
と
い
う
文
字
が
薄
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」「
私
た
ち

は
政
治
に
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か

け
た
。

※
反
核
医
師
の
会
は
、
命
と
健
康

を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
立
場

か
ら
、
核
戦
争
を
許
さ
ず
、
核
兵

器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い

（
会
費
：
年
額
５
０
０
０
円
）。

お
申
し
込
み
は
、
☎
078
―
393
―
１

８
０
７
ま
で

お
り
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
二
人
は
大
き
な
や
け
ど
を
負

っ
て
い
た
。
妹
と
必
死
に
看
病
を

続
け
て
い
た
が
、
父
親
は
終
戦
直

後
の
８
月
18
日
に
亡
く
な
り
、
戦

後
は
岡
山
の
親
戚
の
も
と
で
し
ば

ら
く
暮
ら
し
た
が
居
心
地
が
良
く

な
く
、
大
阪
に
出
て
仕
事
を
三
つ

掛
け
持
ち
し
な
が
ら
働
い
た
苦
労

な
ど
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
95
歳
で
被
爆
体
験
を
語

る
こ
と
は
体
力
的
、
精
神
的
に
負

担
が
大
き
い
と
し
な
が
ら
も
、
15

歳
で
の
被
爆
体
験
を
語
れ
る
人
が

載
せ
、
焼
け
焦
げ

た
人
、
倒
れ
た
人

を
か
き
分
け
な
が

ら
避
難
所
の
小
学

校
ま
で
妹
と
20
キ

ロ
近
く
歩
い
て
運

ん
だ
。

　

小
学
校
に
は
姉

と
父
も
避
難
し
て

　

協
会
も
運
営
に
協
力
す
る
核
戦

争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会

は
、
７
月
27
日
に
第
44
回
総
会
を

協
会
会
議
室
で
開
催
。
２
０
２
４

年
度
活
動
報
告
と
２
０
２
５
年
度

の
活
動
方
針
を
確
認
し
郷
地
秀
夫

先
生
を
代
表
に
再
任
し
た
。

　

記
念
講
演
は
兵
庫
県
原
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
（
県
被
団
協
）
前

理
事
長
の
岡
邊
好
子
さ
ん
が
「
被

爆
証
言
―
15
歳
の
私
が
見
た
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
被
爆
体
験
を
語

り
、
市
民
ら
53
人
（
う
ち
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
10
人
）
が
参
加
し
た
。

　

岡
邊
さ
ん
は
15
歳
の
時
に
広
島

で
、
学
徒
動
員
に
出
か
け
る
時
に

爆
心
地
か
ら
１
・
５
キ
ロ
の
自
宅

で
被
爆
。
働
き
に
出
か
け
て
い
た

母
親
は
、
命
か
ら
が
ら
自
宅
に
帰

っ
て
き
た
が
背
中
に
ひ
ど
い
や
け

ど
を
負
っ
て
い
た
。
板
に
母
親
を

入
院
無
料　

全
市
町
で
実
現

26
市
町
が
入
院
・
通
院　

所
得
制
限
な
し

完
全
無
料
に

15歳で被爆した経験を語る
岡邊さん　　　　　　　　

2025年度福祉医療＋補聴器助成制度　調査結果2025年度福祉医療＋補聴器助成制度　調査結果
〈〈本紙に詳細をまとめたパンフレット同封本紙に詳細をまとめたパンフレット同封〉〉

ぜひご参加を!!ぜひご参加を!!

９月25日（木）13時～14時30分
（終了後、東京駅までパレード）
東京・日比谷野外音楽堂

ご参加希望の方は、
 ☎078－393－1807 までご連絡ください

ゲスト　ザ・ニュースペーパー
主催： 「もう限界　平和と社会保障を立て

直せ！９・25いのちまもる総行動」
実行委員会

に
対
象
が
絞
ら
れ
て
い
た
。
新
市

長
が
高
３
ま
で
の
完
全
無
料
化
を

公
約
と
し
て
当
選
し
、
10
月
か
ら

実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果
に
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
西
宮
市

が
来
年
１
月
よ
り
、
高
３
世
代
ま

で
所
得
制
限
な
し
で
の
無
料
化
実

施
の
方
針
を
発
表
し
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
費
助
成

20
市
町
に

　

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
５
市
町
が
導
入

し
、
20
市
町
が
独
自
に
購
入
費
助

成
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
助

成
金
額
は
２
〜
４
万
円
と
購
入
費

用
の
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
る
。
聴

力
低
下
へ
の
早
期
対
応
は
、
認
知

症
の
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
助
成
制
度
の
創

設
・
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
拡
充
は
、
住

民
や
保
険
医
協
会
、
社
会
保
障
推

進
協
議
会
な
ど
の
運
動
を
受
け
、

各
自
治
体
が
努
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
現
し
て
き
た
。

　

一
方
で
国
は
「
ム
ダ
な
受
診
が

増
え
て
医
療
費
が
多
く
な
る
」
と

し
て
、
福
祉
医
療
を
実
施
す
る
自

治
体
に
対
し
、「
国
保
へ
の
補
助

金
削
減
」
と
い
う
「
ペ
ナ
ル
テ

ィ
」
を
課
し
て
い
る
。
18
歳
ま
で

の
こ
ど
も
へ
の
助
成
は
ペ
ナ
ル
テ

ィ
の
対
象
外
と
な
っ
た
が
、
こ
ど

も
に
限
ら
ず
、
国
の
制
度
と
し
て

す
べ
て
の
住
民
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
窓
口
負
担
引
き
下
げ
が

求
め
ら
れ
る
。

　

保
険
医
協
会
は
、
署
名
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
患
者
負
担
の
軽
減

を
訴
え
続
け
て
い
く
。

核戦争を防止する兵庫県医師の会　第44回総会核戦争を防止する兵庫県医師の会　第44回総会

戦争と原爆を
 忘れないで

▲高校３年生世代までの県内市町の医療費無料化の状況

この新聞の４・５面がポスターになっておるぞ

※
本
紙
４
〜
５
面
が
ポ
ス
タ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

自
治
体
の
制
度
を
ま
と
め
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
本
号
に
同
封
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１１１号２０２５年(令和７年)９月５日(毎月３回５・15・25日発行) （２）

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

政
令
指
定
都
市
市
長
会

は
７
月
10
日
、
厚
労
省
に
医
療
機

関
の
経
営
悪
化
を
受
け
診
療
報
酬

の
早
期
改
定
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
。
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上

昇
が
都
市
部
の
病
院
経
営
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
救
急
や
小

児
、
周
産
期
な
ど
不
採
算
部
門
縮

小
に
つ
な
が
る
恐
れ
を
指
摘
。

◇
医
療
運
動　

①
参
院
選
の
結
果

談
話
の
発
表
、
②
保
団
連
「
地
域

の
医
療
機
関
を
守
る
た
め
、
緊
急

財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医

師
要
請
署
名
」
へ
の
兵
庫
と
し
て

の
意
見
提
出
等
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
７
／
16
中
医
協

総
会
の
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
て
の
議
論
で
、
支
払
い
側
か

ら
「
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
に
つ

い
て
、
気
管
支
喘
息
、
慢
性
胃
炎

で
の
算
定
回
数
が
伸
び
て
い
る
…

必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
見
直
す
こ

と
が
課
題
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
こ
と
、
②
施
設
基
準
の
届
出
受

理
状
況
確
認
に
つ
い
て
、
郵
送
か

ら
厚
生
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲

覧
に
変
更
す
る
通
知
を
厚
労
省
が

発
出
し
た
こ
と
等
を
報
告
。

◇
歯
科
部
会　

①
橋
本
芳
紀
・
兵

庫
県
歯
科
医
師
会
会
長
へ
の
表
敬

訪
問
（
７
／
16
、
参
加
：
西
山
理

事
長
、
川
村
副
理
事
長
、
鈴
田
・

小
松
両
理
事
）、
②
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
歯
科
診
療
報
酬
改
善
厚
労
省
要

請
行
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
北
阪
神
支
部　

支
部
が
森
臨
太

郎
宝
塚
市
長
と
懇
談
し
、
国
保
加

入
者
に
対
し
資
格
確
認
書
の
プ
ッ

シ
ュ
型
発
行
を
推
進
す
る
よ
う
要

請
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
７
月
26
日
理
事
会
よ
り
）

　

こ
の
歳
（
還
暦
は
と
う
に
過
ぎ

た
）
に
な
る
と
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
毎

日
が
過
ぎ
る
。
ふ
っ
と
テ
レ
ビ
を

見
る
と
、
あ
れ
？　

こ
の
番
組
昨

日
も
見
て
な
か
っ
た
か
？

　

こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
新
し
い

経
験
が
必
要
だ
。
そ
う
思
っ
て
、

長
い
間
中
断
し
て
い
た
英
会
話
を

昨
年
か
ら
再
開
し
た
。

　

し
か
し
、
老
い
た
脳
は
な
か
な

か
ほ
ぐ
れ
な
い
。
特
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
。
そ
ん
な
中
、
保
険
医
協
会
か

ら
英
会
話
教
室
の
お
誘
い
。
連
休

の
昼
間
か
、
ど
う
し
よ
う
か
な
。

　

と
こ
ろ
が
、
講
師
の
先
生
が
娘

の
英
会
話
の
先
生
で
あ
る
と
判

明
。
良
い
先
生
だ
と
確
定
し
て
い

と
言
う
表
現
が
面
白
か
っ
た
。
新

幹
線
の
車
内
で
も
使
え
そ
う
。

　

若
い
頃
は
、
ハ
ワ
イ
の
ノ
ー
ス

シ
ョ
ア
に
行
き
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の

に
い
ち
ゃ
ん
に
、「
ど
う
、
い
い

波
き
て
る
？
」
と
言
う
の
が
夢
だ

っ
た
。

　

今
に
な
っ
て
み
た
ら
、
そ
ん
な

会
話
が
何
に
な
る
か
と
気
付
く
。

　

そ
う
で
は
な
い
。
旅
行
先
で
困

ら
な
い
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
。

　

自
分
と
違
う
物
の
見
方
を
す
る

人
と
、
議
論
を
す
る
の
が
楽
し
い

の
だ
。
自
然
科
学
の
分
野
で
、
み

ん
な
が
同
じ
考
え
を
し
て
ど
う
す

る
。
そ
こ
か
ら
は
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
な
ど
は
出
て
こ
な
い
。

　

今
度
機
会
が
あ
れ
ば
、
コ
ン
ロ

イ
先
生
の
思
考
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

が
知
り
た
い
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
？

そ
れ
な
ら
こ
ち
ら
は
鈴
木
大
拙

か
。
ロ
ー
マ
法
の
論
理
で
く
る
の

か
。
そ
れ
な
ら
こ
ち
ら
は
御
成
敗

式
目
か
。

　

コ
ン
ロ
イ
先
生
な
ら
そ
れ
に
応

え
て
く
れ
る
と
思
う
の
だ
が
。

【
西
宮
市
・
歯
科　
鈴
木　

規
之
】

る
の
で
、
少
し

緊
張
し
な
が
ら

も
喜
ん
で
参
加

す
る
こ
と
に
。

　

さ
て
当
日
。

　

コ
ン
ロ
イ
先

生
、
礼
儀
正
し

い
英
国
紳
士
。

発
音
は
き
れ
い

で
聴
き
取
り
や

す
い
。

　

日
常
診
療
で

使
う
言
葉
、
特

に
「
椅
子
を
倒

し
ま
す
よ
ー
」

　

国
際
部
は
７
月
21
日
、

「M
edical English

（
英
語
で

診
療
）
研
修
会
」
を
協
会
会
議
室

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。「
虫
歯

（
齲
歯
）
〜C

avity and 
Filling

〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
医

師
・
歯
科
医
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

ら
46
人
が
参
加
し
た
。M

r.
Robert Conroy

を
講
師
に
、

実
際
の
歯
科
医
院
で
の
診
療
を
想

定
し
た
ス
キ
ッ
ト
を
も
と
に
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ
た
。
鈴
木
規

之
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

コンロイ先生（右）とともに、歯科医院を受診する
患者さんに英語で対応する表現を学んだ　　　　

国際部　Medical English研修会

感
想
文
非日常へのお誘い

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
を

 

―
事
実
発
信
し
続
け
よ
う

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
で
の

必
要
性
を
改
め
て
痛
感

報 告

報 告

国
際
部
緊
急
学
習
会
「
排
外
主
義
に
抗
う
」

地
域
医
療
部
「
介
護
医
療
院
施
設
見
学
会
」

国
際
部
長　
　

水
間　

美
宏

　

国
際
部
は
７
月
16
日
、
参
院
選

投
票
日
を
３
日
後
に
控
え
、
緊
急

学
習
会
「
排
外
主
義
に
抗
う
〜
共

生
社
会
に
向
け
た
私
た
ち
の
選
択

〜
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
講

師
に
移
住
連
（
移
住
者
と
連
帯
す

る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
共
同
代

表
の
鳥
井
一
平
氏
を
迎
え
、
40
人

が
参
加
し
た
。
国
際
部
長
の
水
間

美
宏
先
生
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

賛
同
１
１
４
３
団
体
の
一
つ
に
な

り
、
緊
急
学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

日
本
の
人
口
１
億
２
３
５
９
万

人
の
う
ち
、
在
留
外
国
人
は
３
７

６
万
８
９
７
７
人
（
３
・
05
％
）

に
達
し
、
毎
日
見
か
け
る
コ
ン
ビ

ニ
の
店
員
さ
ん
や
、
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
を
作
っ
て
い
る
の
も
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
に
預
け
た
シ
ャ
ツ
を
洗
っ

て
い
る
の
も
、
そ
の
他
す
で
に
外

国
人
は
日
本
社
会
に
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
生
活
は
、
３
０
０

円
の
時
給
、
強
制
帰
国
の
脅
し
、

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
劣
悪
な

住
環
境
な
ど
の
状
況
に
も
置
か
れ

て
き
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
外
国

人
の
労
働
力
は
求
め
て
も
そ
の
生

活
に
目
を
む
け
ず
、
こ
の
ゆ
が
ん

だ
移
民
政
策
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
生
む
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
流
布
し
て
い
る
健
康
保
険

・
年
金
・
生
活
保
護
で
の
外
国
人

優
遇
、
犯
罪
の
増
加
な
ど
は
、
調

べ
れ
ば
事
実
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
例
え
ば
、
国
民
健
康
保

険
の
外
国
籍
の
被
保
険
者
は
４
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
に
使
っ

た
医
療
費
は
１
・
39
％
に
過
ぎ

ず
、
む
し
ろ
外
国
人
は
保
険
制
度

の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
の
で

す
。

　

現
在
、
移
民
は
地
球
的
な
規
模

で
起
こ
っ
て
い
て
、
海
外
在
留
の

会
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
事
実
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
含
め
て
発
信
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
井
氏
は
以
上
の
よ
う
に
述

べ
、「
嘘
を
１
０
０
回
言
っ
た
ら

本
当
に
な
る
と
言
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
１
回
し
か

本
当
の
こ
と
を
言
え
て
い
な
い
、

本
当
の
こ
と
を
１
０
１
回
言
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

日
本
国
民
も
１
３

０
万
人
に
達
し
、

今
も
永
住
者
が
増

え
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
、
移
民
を

使
い
捨
て
に
し
な

い
、
共
に
生
き
共

に
働
く
仲
間
と
し

て
、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
れ
な
い
社

　

移
住
連
な
ど
は
７
月
８
日
に

「
参
院
選
挙
に
あ
た
り
排
外
主
義

の
煽
動
に
反
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
緊
急

共
同
声
明
」
を
出
し
、
兵
庫
県
保

険
医
協
会
も
理
事
会
決
議
に
よ
り

「外国人優遇」とされる言説の誤り
をデータを示して指摘した鳥井氏　

　

地
域
医
療
部
は
７
月
31
日
、
西

宮
市
・
三
好
病
院
の
介
護
医
療
院

施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
25
人
が

参
加
し
た
。
地
域
医
療
部
長
の
綿

谷
茂
樹
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
介
護
医
療
院

が
２
０
１
８
年
に
新
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
介
護
医
療
院
と
は
ど

ん
な
施
設
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

方
が
入
所
し
、
ど
の
よ
う
に
医
療

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
の
か
を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

５
年
前
か
ら
計
画
し
始
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
面

会
時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
た
り
し

た
た
め
に
、
延
期
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
三
好
病
院
の
訪
問
が
可
能

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
見
学

会
を
お
願
い
し
て
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
、
37
度
の
最
高
気
温

が
出
た
暑
い
日
、

皆
様
大
汗
を
か
い

て
午
後
３
時
に
西

宮
市
の
三
好
病
院

に
集
合
。

　

参
加
者
は
、
医

師
５
人
、
歯
科
医

師
２
人
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ

４
人
を
は
じ
め
25

人
で
す
。

　

三
好
病
院
、
介

護
医
療
院
の
説
明

を
受
け
て
、
２
班

に
分
か
れ
て
施
設

の
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
医
療
院
と
一
般
病
棟
は
廊

下
の
真
ん
中
に
テ
ー
プ
を
引
い

て
、
境
目
を
つ
け
て
い
ま
し
た

が
、
部
屋
の
構
造
や
ベ
ッ
ド
の
配

置
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
よ
う
で

し
た
。

　

介
護
医
療
院
は
「
日
常
的
な
医

学
管
理
」
や
「
見
取
り
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
」
等
の
医
療
機
能
と
、

「
生
活
施
設
」
と
し
て
の
機
能
を

備
え
た
施
設
で
す
。

　

介
護
保
険
で
入
所
し
介
護
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、

病
院
の
先
生
が
医
療
で
診
察
し
ま

す
。
皮
膚
科
と
歯
科
の
先
生
は
外

部
か
ら
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

入
所
者
は
現
在
、
要
介
護
３
〜

５
の
方
で
、
食
堂
で
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
る
の
は
２
割
く
ら
い
の
方
に

過
ぎ
ず
、
中
に
は
経
管
栄
養
を
受

け
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
開
所
時
か
ら
７
年
間
住
ん
で

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
入
所
定

員
は
34
人
、
現
在
33
人
入
所
さ
れ

て
い
ま
す
。
個
室
か
ら
４
人
部
屋

ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
と
医
療
ど
ち
ら
も
必
要
な

方
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
長

寿
社
会
に
お
い
て
必
要
な
施
設
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。

　

ご
案
内
い
た
だ
い
た
三
好
病
院

の
職
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
地
域
医
療
部
長　
綿
谷　

茂
樹
】

三好病院の職員の方の案内で、院内を見学した

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

医科　指導相談
研究会活動　　
078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営・国際
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

医科　診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～16時

受付時間　平日　９時30分～17時

ミニチラシのご注文、お問い合わせは、☎078－393－1840まで

健康情報テレホンサービス
固定電話からは0120-979-451（通話料無料）
携帯電話からは078-393-1824/078-393-1825

　ポスター、ミニチラシを受付に置いていただくな
ど、ご案内にご協力よろしくお願いいたします。

ポスター今号同封！
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２
０
１
９
年
以
来
、
６
年
ぶ
り

に
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
。
一
番
の
目
的
は
、
猿
田
佐

世
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
外
交
で

平
和
を
作
る
、
と
は
」
の
聴
講
で

あ
る
。
猿
田
氏
の
こ
と
は
、
数
年

前
の
朝
日
新
聞
土
曜
版
「
be
」
の

記
事
で
初
め
て
そ
の
活
動
を
知

り
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

　

猿
田
氏
は
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

市民目線の外交政策を提言して
いる猿田佐世氏が記念講演　　

全国の医師・歯科医師が集まり、２日間学んだ

「世代間対立」による危機を
テーマに講演した大内氏 　

保
団
連
第

保
団
連
第
5454
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
記

回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
記

外
交
で
平
和
を
作
る
た
め
に 

― 

マ
ル
チ
ト
ラ
ッ
ク
外
交
と
い
う
考
え
方

女
性
差
別
撤
廃
条
約
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

戦
争
抑
止
に
は

民
間
の
草
の
根
交
流
こ
そ

失われた30年

評
議
員　
　

辻　
　

一
城

評
議
員　
　

松
岡　

泰
夫

監
事　
　

永
本　
　

浩評議員　　藤森　隆史

参加記①参加記③

参加記②

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
、
８

月
２
・
３
日
に
東
京
都
内
で
第
54
回
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
。
全
国
の
協
会
・
医
会
か
ら
、
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
約
３
４
５
人
、
兵
庫
協
会

か
ら
20
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、「
外

交
で
平
和
を
作
る
、
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン

ク
州
の
弁
護
士
資
格
を
持
ち
、
新

外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｎ
Ｄ
）

と
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代
表
で

あ
る
。
Ｎ
Ｄ
は
、
国
内
外
の
有
識

者
、
議
員
、
市
民
団
体
と
連
携

し
、
市
民
目
線
の
外
交
政
策
を
提

言
し
て
い
る
。
沖
縄
の
声
を
直
接

ワ
シ
ン
ト
ン
に
届
け
る
ロ
ビ
ー
活

動
を
通
じ
て
、
辺
野
古
基
地
に
関

す
る
立
法
措
置
を
修
正
さ
せ
た
と

い
う
実
績
も
あ
る
。

　

猿
田
氏
は
、
軍
備
増
強
で
は
平

和
は
維
持
で
き
な
い
と
断
言
さ

れ
、
戦
争
回
避
の
手
段
と
し
て
、

「
マ
ル
チ
ト
ラ
ッ
ク
外
交
」
を
提

唱
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
府
間
の
交

渉
だ
け
で
は
な
く
、
議
員
、
市
民

団
体
、
学
者
な
ど
多
様
な
立
場
の

人
々
が
同
時
並
行
で
交
流
や
対
話

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
で
持

続
的
な
平
和
構
築
が
で
き
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ

を
一
時
的
な
努
力
に
終
わ
ら
せ

ず
、
制
度
化
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
も
触
れ
ら
れ
た
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
兵
庫
県
保
険

医
協
会
国
際
部
が
行
っ
て
い
る
韓

国
・
大
邱
市
医
師
会
と
の
交
流
活

動
に
も
通
じ
る
。
わ
が
国
際
部

は
、
す
で
に
ワ
ン
ト
ラ
ッ
ク
と
し

て
平
和
外
交
を
始
め
て
い
る
の

だ
。

　

戦
後
80
年
を
迎
え
る
今
年
の
夏

は
、
例
年
以
上
に

戦
争
の
こ
と
が
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

猿
田
氏
の
講
演

は
、
平
和
の
尊
さ

と
戦
争
回
避
の
必

要
性
を
改
め
て
考

え
る
い
い
契
機
と

な
っ
た
。

ク
タ
ン
ク
「
新
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｎ

Ｄ
）」
代
表
で
弁
護
士
の
猿
田
佐
世
氏
が
講
演
し

た
ほ
か
、
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
講
座
や

「
国
民
本
位
の
医
療
ア
ク
セ
ス
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　

例
年
７
月
開
催
で
あ
っ
た
が
、

昨
年
に
続
き
８
月
に
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
「
外
交
で
平
和
を
作

る
、
と
は
」（
猿
田
佐
世
・
弁
護

士
）
を
拝
聴
し
た
。
台
湾
問
題
は

中
国
の
国
内
問
題
な
の
に
、
な
ぜ

日
本
の
防
衛
費
が
膨
張
す
る
の
か

（
米
国
の
意
図
）。
宮
古
島
に
東

洋
最
大
の
弾
薬
庫
を
作
り
、
中
国

が
台
湾
を
攻
撃
し
た
ら
米
国
は
沖

縄
本
島
の
嘉
手
納
基
地
か
ら
、
米

国
領
グ
ア
ム
島
へ
退
却
す
る
ら
し

い
。
そ
れ
な
ら
中

国
が
台
湾
侵
攻
し

た
場
合
に
は
米
軍

で
は
な
く
、
代
わ

り
に
日
本
が
最
前

線
に
立
た
さ
れ
る

の
か
？　

そ
の
点

を
質
問
し
た
か
っ

た
が
質
問
多
数
で

で
き
ず
、
残
念
で

あ
っ
た
。

　

猿
田
氏
は
民
間

レ
ベ
ル
で
多
数
の

草
の
根
的
交
流
を

行
う
こ
と
に
よ
っ

て
平
和
を
作
る
こ

と
に
よ
り
戦
争
を

抑
止
す
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

る
。

　

こ
れ
は
筆
者
が
思
う
に
何
も
新

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る

Jeffersonian democracy

の
源

泉
に
辿
り
着
く
。

だ
が
、

Grassroots democracy

（
草
の

根
民
主
主
義
）
と
米
国
人
が
口
で

は
言
っ
て
も
、
沖
縄
の
現
状
か
ら

日
本
は
米
国
の
た
め
の

expendable

（
消
耗
品
）
だ
。
沖

縄
は
日
本
の
消
耗
品
と
日
本
の
政

権
の
中
枢
は
考
え
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
（
口
に
は
出
さ
な
い
が

…
）。

　

ま
た
核
兵
器
を
た
と
え
使
用
し

な
く
て
も
原
発
へ
の
ド
ロ
ー
ン
攻

撃
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
。

　

し
か
し
民
間
で
の
雑
草
の
根
の

よ
う
な
交
流
が
多
数
あ
れ
ば
馬
鹿

馬
鹿
し
い
戦
争
は
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
重
要
な
の
は
民
間
交
流
（
草

の
根
交
流
）
を
一
時
的
な
も
の
で

な
く
、
制
度
化

4

4

4

す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

米
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
№
２
（
№

１
か
も
し
れ
な
い
）
の
中
国
を
敵

視
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

白
人
が
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
に
歴

史
的
憧
憬
を
感
じ
る
よ
う
に
、
日

本
人
の
一
部
は
中
国
に
対
し
て
同

様
の
思
い
を
持
っ
て
い
る
。

　

米
国
は
日
本
が
親
中
に
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
尖
閣
諸
島
の
帰
属

を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。
中
台

問
題
に
日
本
は
介
入
す
べ
き
で
な

い
。
米
国
の
片
棒
を
担
い
で
米
中

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

民
間
レ
ベ
ル
で
交
流
し
、
日
中
の

同
じ
よ
う
な
顔
を
し
た
同
文
同
種

で
あ
る
者
同
士
で
争
う
必
要
は
全

く
な
い
と
痛
感
し
た
。

　

翌
日
の
沖
縄
国
際
大
学
教
授
の

前
泊
博
盛
先
生
も
、
同
様
の
こ
と

を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
を
力
で
奪
っ

た
ら
中
国
も
同
様
な
真
似
を
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
米
国
の
傭
兵

に
な
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
猿
田
氏
と
前
泊
先
生

の
ご
意
見
は
共
通
項
が
多
い
と
い

う
感
想
を
得
た
。

　

繰
り
返
す
が
戦
争
防
止
は
民
間

交
流
の
制
度
化

4

4

4

で
あ
る
。
国
家
権

力
に
頼
ら
ず
民
間
の
交
流
が
戦
争

の
防
止
に
な
る
。

　

一
部
の
政
治
家
や
軍
人
は
戦
争

を
し
た
が
る
。
太
平
洋
戦
争
の
始

ま
り
は
日
本
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
と

い
う
認
識
は
間
違
っ
て
い
る
。
そ

の
前
に
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
法

で
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
を
さ
せ
、
在

米
日
系
人
の
資
産
を
凍
結
し
た

り
、
日
本
へ
の
石
油
輸
出
を
禁
止

し
た
の
は
米
国
で
あ
っ
た
。
今
の

ト
ラ
ン
プ
関
税
等
は
そ
れ
と
似
て

い
る
。
繰
り
返
す
が
民
間
の
交
流

を
国
家
が
邪
魔
し
な
い
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
猿
田
佐
世
氏
は

述
べ
て
い
て
全
く
同
感
で
あ
る
。

　

余
談
だ
が
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
通

常
の
本
屋
で
あ
ま
り
販
売
し
て
い

な
い
。
例
え
ば
植
草
一
秀
氏
の
新

刊
書
籍
が
展
示
販
売
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
本
セ
ミ
ナ

ー
の
参
加
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

参
加
記
④

　

２
日
目
の
第
三
講
座
・
早
稲
田

大
学
名
誉
教
授
の
浅
倉
む
つ
子
先

生
の
講
演
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
を
聴
講
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
は
女
性
差
別
撤

廃
条
約
が
１
９
７
９
年
と
い
う
今

か
ら
40
年
以
上
前
に
で
き
た
条
約

で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
条
約
批
准
の
た

め
に
整
備
さ
れ
た
国
内
法
に
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
や
家
庭
科
男

女
共
修
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
等

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

の
条
約
は
国
会
で
批
准
が
承
認
さ

れ
、
１
９
８
５
年
７
月
25
日
に
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
女
性
は
性
差
に

基
づ
く
差
別
を
受
け
な
い
権
利
と

平
等
を
概
ね
保
障
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
条
約
の
実
効
性
を
強
化
す

る
た
め
に
は
、
選
択
議
定
書
Ｏ
Ｐ

（Optional Protocol

）
を
批
准

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
よ
り
こ
の
条
約
の
実
効
性
を
強

化
で
き
ま
す
。

　

Ｏ
Ｐ
を
批
准
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
個
人
通
報
制
度
」
と
「
調

査
制
度
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
個
人
通
報
制
度
」
は
国
内
で
救

済
手
続
が
尽
く
さ
れ
た
権
利
侵
害

案
件
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

（
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
）
が
受

理
を
検
討
し
、
受
理
す
れ
ば
検
討

審
理
し
結
果
（
勧
告
）
を
国
と
通

報
者
に
通
知
し
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
国
は
６
カ
月
以
内
に
回
答
書
を

提
出
し
ま
す
。
ま
た
「
調
査
制

度
」
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
権
利
の
重

大
侵
害
が
あ
る
と
い
う
信
頼
で
き

る
情
報
を
得
た
場
合
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｗ
が
ま
ず
調
査
審
査
し
て
、
国

に
勧
告
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
女
性
差
別
解
消
」
が
大
き
く
前

に
進
む
推
進
力
で
す
。

　

し
か
し
日
本
政
府
は
批
准
し
て

お
ら
ず
、
当
に
画
竜
点
睛
を
欠
く

状
況
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
は
幾
度
も
「
選
択
議
定
書

の
批
准
」
を
勧
告
し
、
国
内
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
女
性
た
ち
も
国
会
に
働
き

か
け
、
本
年
の
５
月
23
日
の
国
会

院
内
集
会
で
は
署
名
10
万
筆
を
提

出
し
、
請
願
紹
介
議
員
を
92
人
に

広
げ
ま
し
た
。
地
方
議
会
へ
の
働

き
か
け
も
強
化
し
て
こ
の
６
年
間

で
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択

し
た
地
方
議
会
は
80
議
会
か
ら
３

８
２
議
会
ま
で
に
増
加
さ
せ
ま
し

た
。

　

２
０
２
４
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か

ら
の
総
括
所
見
で
肯
定
的
な
評
価

を
得
た
も
の
と
し
て
は
、
①
再
婚

禁
止
期
間
の
廃
止
、
②
優
生
保
護

法
に
よ
る
被
害
者
救
済
、
③
強
制

性
交
等
罪
か
ら
不
同
意
性
交
罪
、

④
性
交
同
意
年
齢
を
13
歳
か
ら
16

歳
に
引
き
上
げ
等
々
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
講
演
会
の
レ
ジ
メ
で

の
懸
念
事
項
と
勧
告
23
項
目
に
つ

い
て
個
人
的
に
９
項
目
あ
げ
る

と
、
①
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
、
②
緊
急
避
妊
を
含
む
安
価
な

現
代
的
避
妊
手
段
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
③
妊
娠
中
絶
に
お
け
る
配
偶

者
同
意
条
項
の
削
除
、
④
独
立
し

た
国
内
人
権
機
関
の
設
置
、
⑤
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
実

施
、
⑥
ジ
ェ
ン
ダ
ー
賃
金
格
差
の

公
表
義
務
拡
大
、
⑦
女
性
正
規
雇

用
増
大
、
⑧
同
性
婚
の
容
認
、
⑨

間
接
差
別
の
拡
大
禁
止
等
々
と
な

り
ま
し
た
。

　

「
女
性
差
別
撤
廃
」
は
女
性
だ

け
で
は
な
く
多
く
の
人
た
ち
の

「
人
権
」
擁
護
に
繋
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、

頂
上
が
望
め
る
位
置
に
来
て
い
ま

す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
、
２
日

目
午
前
中
は
四
つ
の
講
座
か
ら
選

択
す
る
。
私
は
、『
世
代
間
対
立

の
先
に
あ
る
危
機
』（
武
蔵
大
学

教
授　

大
内
裕
和
氏
）
を
選
ん

だ
。

　

冒
頭
、「
参
議
院
選
挙
後
に
講

演
依
頼
件
数
が
倍
増
し
た
」
と
話

さ
れ
た
。
期
待
値
が
上
が
る
。

　

ま
ず
、
奨
学
金
返
済
が
無
利
息

（
あ
る
い
は
返
済
不
要
）
で
あ
っ

た
わ
れ
わ
れ
の
時
代
と
異
な
り
、

現
在
は
大
学
・
大
学
院
卒
業
後
、

多
額
の
利
息
に
よ
っ
て
ロ
ー
ン
返

済
地
獄
と
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
大
学
４
年
間
＋
大
学
院
５
年

間
奨
学
金
を
貸
り
る
と
、
合
計
１

６
０
０
万
円
と
な
り
、
月
々
の
返

済
が
８
万
円
と
も
な
る
。
こ
ん
な

切
り
口
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

大
学
授
業
料
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
１
９
６
９
年
の
国
立
大

学
初
年
度
納
付
金
は
１
万
６
０
０

０
円
だ
っ
た
が
、
２
０
２
４
年
に

は
81
万
７
８
０
０
円
と
な
っ
た
。

高
等
教
育
に
対
す

る
公
財
政
支
出
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
世

界
で
最
も
低
い
国

に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

１
９
７
０
年
代

後
半
か
ら
１
９
８

０
年
代
に
か
け
て

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
だ
お
金

を
趣
味
、
サ
ー
ク
ル
、
旅
行
な
ど

に
使
用
で
き
た
は
ず
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
３
年
に

『
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
』
と
の
言
葉

が
登
場
し
た
。
学
生
で
あ
る
こ
と

を
尊
重
し
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ

と
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
や
非

正
規
雇
用
労
働
の
基
幹
化
が
進
む

な
か
で
登
場
し
た
。
低
賃
金
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
規
雇
用

労
働
者
並
み
の
義
務
や
ノ
ル
マ
を

課
さ
れ
た
り
、
学
生
生
活
に
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
の
重
労
働
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
30
年
間
の
損
失
は
あ
ま
り

に
も
大
き
い
。
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所
得
者
の
み

通
院
無
料

所
得
制
限
あ
り

入
院
の
み
無
料

〈
2025年

７
月
１
日
～
〉

（
10月

１
日
～
）

（
10月

１
日
～
）

高
3
ま
で

無
料

30
市
町

2025
年
度

入
院
無
料

す
べ
て
の
市
町



（
10月

１
日
～
）

兵
庫
県
保
険
医
協
会

〒
650-0024 神

戸
市
中
央
区
海
岸
通
1-2-31

神
戸
フ
コ
ク
生
命
海
岸
通
ビ
ル
5
階

TEL：
078-393-1801 FA

X：
078-393-1802

H
yogo M

edical Practitioners A
ssociation

中
3
ま
で

無
料

40
市
町

所
得
制
限
な
し

で無
料
32
市
町

所
得
制
限
な
し

通
院
・
入
院
と
も
無
料

所
得
制
限
あ
り

通
院
・
入
院
と
も
無
料

未
実
施

低
所
得
世
帯
の
み

通
院
・
入
院
と
も
無
料

〈
2025年

７
月
１
日
～
〉
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秋の共済募集
好評受付中!
秋の共済募集
好評受付中!

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

もっと便利な積立保険

秋は一時払の増額受付のみ

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

しっかり増やす貯蓄型保険

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

あっ
保険
整理

協
ご加入内
ワンスト

提ださい！

非営利だから
コスパが秀逸

天災や水漏れ等による休業損害も安心

協 会の 共済制度
介護保険Sasa*L (ササエル)

保険料が断然安い

スタッフも
加入できます

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年0.950％

５年超～７年以内 年1.000％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

捏
造
」　　
　
　

白岩一心

202

〈透視診断の減点・復活事例〉

19
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
都
ウ

ィ
ー
ン
で
起
き
た
、
音
楽
史
上
最

大
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
真
相
に
迫

っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
書
籍

『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
捏
造
〜
名
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
嘘
を
つ
く
』
を

も
と
に
日
本
で
実
写
映
画
化
し
た

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
捏
造
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

脚
本
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
面

白
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
今
話
題
の
脚

本
家
・
バ
カ
リ
ズ
ム
さ
ん
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

珠
玉
の
美
し
い
音
楽
に
乗
せ
て
、

バ
カ
リ
ズ
ム
が
紡
ぐ
、
ま
さ
か
の

実
話
と
も
信
じ
得
る
内
容
に
惹
き

こ
ま
れ
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
進
む
難
聴
や
難

病
に
打
ち
克
ち
、
歴
史
に
刻
ま
れ

る
数
多
く
の
名
曲
を
遺
し
た
偉
大

な
る
天
才
音
楽
家
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
。
し
か
し
、
実
際
の
彼
は
、

の
は
、
彼
の
忠
実
な
る
秘
書
の
シ

ン
ド
ラ
ー
。
ど
ん
底
だ
っ
た
自
分

を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
熱
烈

な
敬
愛
と
憧
憬
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
を
絶
対
に
守
る
と
い
う
使
命
感

か
ら
、
彼
の
死
後
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
、
下
品
で
小
汚
い
お
じ
さ
ん

（
真
実
）
か
ら
聖
な
る
天
才
音
楽

家
（
嘘
）
に
仕
立
て
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

し
か
し
そ
ん
な
シ
ン
ド
ラ
ー
の

姿
は
、
周
囲
に
波
紋
を
呼
び
、

「
我
こ
そ
が
真
実
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
人

た
ち
の
熱
狂
的
な
情
報
戦
が
勃
発

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
シ
ン
ド
ラ
ー
の
嘘
に

気
づ
き
始
め
た
若
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
セ
イ
ヤ
ー
も
現
れ
真
実
を

追
究
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
真
実
を
嘘
で
塗
り
替
え
て
い

く
の
か
、
果
た
し
て
そ
の
嘘
は
、

明
か
さ
れ
る
の
か
、
明
か
さ
れ
な

い
の
か
、
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

主
人
公
・
シ
ン
ド
ラ
ー
役
を
山

田
裕
貴
さ
ん
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

役
を
古
田
新
太
さ
ん
が
熱
演
し
、

染
谷
将
太
さ
ん
、
神
尾
楓
珠
さ

ん
、
前
田
旺
志
郎
さ
ん
、
小
澤
征

悦
さ
ん
、
遠
藤
憲
一
さ
ん
が
共

演
。
人
気
バ
ン
ド
「M

rs.GREEN 
APPLE

」
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担

当
す
る
藤
澤
涼
架
さ
ん
が
、
天
才

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作
曲
家
の
シ
ョ
パ

ン
役
で
劇
映
画
初
出
演
を
果
た
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
監
督
は

「
地
獄
の
花
園
」
等
で
も
バ
カ
リ

ズ
ム
と
組
ん
だ
関
和
亮
さ
ん
が
指

揮
。

　

洋
画
に
は
よ
く
あ
る
傾
向
の
内

容
を
、
邦
画
で
楽
し
め
る
今
作

品
。
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
、
聴
き
な
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
作
曲
の
珠
玉
の
音
楽
で
、
懐
か

し
い
思
い
に
駆
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

下
品
で
不

潔
な
お
じ

さ
ん
？

　

世
の
中

に
伝
わ
る

崇
高
な
イ

メ
ー
ジ
を

捏
造
し
た

Ⓒ2025 Amazon Content 
Services LLC or its 

Affiliates and Shochiku Co., 
Ltd. All Rights Reserved.

〈患者〉　社保・44歳男性
〈診療年月〉　2022年３月
〈主な傷病名・診療開始日〉
　（主）高脂血症　2022年２月
　上行結腸憩室炎　2022年２月
　大腸癌の疑い　　2022年３月

〈主な請求内容〉
　再診料 73×２
　特定疾患療養管理料 225×１
　透視診断 110×１
　造影剤使用撮影（デジタル撮影）
 462（154×１、77×４）
　造影剤使用撮影の写真診断
 216（72×１、36×４）
　特殊撮影（デジタル撮影） 270×１
　特殊撮影の写真診断（他方と併施）
 48×１
　電子画像管理加算 66×１
　造影剤注入手技（注腸） 300×１

〈減点内容〉
　透視診断のA項査定（適応外）

〈協会コメント〉
　大腸癌を疑っての透視診断ですの
で認められて然るべき内容かと思わ
れます。上行結腸憩室炎の治癒を確
認後、大腸癌を疑った所見や流れを
詳記の上、再審査請求されてはいか
がでしょうか。

〈再審査請求コメント〉
　憩室炎後の腸の状態を見るため注
腸検査を施行した。注腸検査は透視
しながら検査を進め、透視下で発見
された異常所見についてはその時に
細かく撮影を行う。撮影したフィル
ムでの検査後の診断とは異なるもの
である。

〈再審査請求結果〉
　復活
（再審査請求では「原審通り」とさ
れたが、後日協会と基金審査委員会
との懇談で復活）

保団連第42回病院・有床診療所セミナー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840 兵庫協会事務局まで

日　時　９月27日（土）18：30～21：00　28日（日）10：00～15：00
会　場 東京・新宿農協会館及びWeb（Zoomウェビナー） 参加費　協会負担
９月27日（土）18：30～21：00　全体会
○基調報告「入院医療をめぐる動きと保団連の取り組み」
○講演Ⅰ：次回診療報酬改定のポイント（仮）
　講師：牧野憲一氏（旭川赤十字病院特別顧問・名誉院長）
９月28日（日）10：00～12：00　全体会
○講演Ⅱ：「新たな地域医療構想と医師偏在対策」（仮）
　講師：長友薫輝氏（佛教大学社会福祉学部准教授）
９月28日（日）13：00～15：00　分科会
○病院分科会：「病院の経営危機・医療崩壊にどう立ち向かうか」（仮）
　講師：伊関友伸氏（城西大学経営学部マネジメント総合学科教授）
○有床診分科会：「全国有床診療所協議会の取り組みと今後の課題」（仮）
　講師： 正木康史氏（全国有床診療所協議会常任理事、日本医師会社会

保険診療報酬検討委員会委員）

審査･指導相談日 ●10月９日（木）15時～ ●協会５階会議室

※医科は事前予約制☎078－393－1840まで、歯科は随時☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。
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当
事
者
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
抜
き

で
、
ア
ラ
ス
カ
で
開
か
れ
た
ト
ラ

ン
プ
と
プ
ー
チ
ン
の
会
談
の
画
像

で
、
プ
ー
チ
ン
が
赤
い
絨
毯
の
上

を
歩
い
て
い
る
姿
を
見
て
驚
愕
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
の
下
で
は
、
国
際

法
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
自
分
のdeal

（
取
引
、
契

約
）
の
損
得
勘
定
が
判
断
の
基
本

　

私
ど
も
は
、
意
識
す
る
、
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
朝
起
き
て
か

ら
寝
る
ま
で
、
一
定
の
習
慣
通
り

に
動
い
て
い
る
。
物
事
に
対
す
る

対
処
方
法
に
も
、
そ
の
人
独
自
の

方
法
が
あ
る
。
そ
の
対
処
方
法
は

行
動
特
性
、
ま
た
は
性
格
、
癖
と

も
言
え
る
。
こ
の
違
い
が
色
々
な

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
以
下
の
や
せ
型
と
、

27
以
上
の
肥
満
型
と
の
行
動
を
対

比
さ
せ
て
観
察
し
て
み
た
。

　

良
い
悪
い
は
別
に
し
て
、
食
事

の
速
度
は
、
肥
満
型
が
や
せ
型
に

比
べ
断
然
早
く
、
満
腹
中
枢
が
働

き
出
す
前
に
大
量
の
食
品
が
胃
の

中
に
入
る
結
果
、
胃
が
拡
張
す

る
。
次
か
ら
は
大
量
に
食
べ
な
い

と
満
腹
感
が
得
ら
れ
な
い
。
食
べ

る
量
が
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
悪

循
環
の
結
果
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー

と
な
り
、
肥
満
を
助
長
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比

べ
、
や
せ
型
は
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

人
が
多
い
。
故
・
結
縁
繁
夫
医
師

は
、
肥
満
型
は
便
秘
傾
向
で
、
や

せ
型
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
力
が

低
い
と
述
べ
て
い
た
。

　

肥
満
型
は
呑
気
と
言
う
人
も
い

る
が
、
私
は
神
経
質
だ
と
見
て
い

る
。
例
え
ば
、
親
切
で
し
た
こ
と

が
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
を
素
直
に

受
け
取
っ
た
か
喜
ん
だ
か
と
考
え

る
タ
イ
プ
が
多
く
、
そ
の
反
応
が

予
想
以
下
で
あ
っ
た
時
、
不
満
が

残
り
、
過
食
・
過
飲
と
な
る
よ
う

で
あ
る
。
痩
せ
型
の
方
は
取
り
越

し
苦
労
型
と
言
え
る
。
薬
を
変
更

し
た
時
、
そ
の
効
果
よ
り
も
、
副

作
用
を
先
に
尋
ね
る
方
は
、
痩
せ

型
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
行
動
パ
タ
ー
ン
が
疾

患
を
惹
起
し
な
け
れ
ば
問
題
は
な

い
が
、
何
ら
か
の
疾
患
の
引
き
金

に
な
っ
た
場
合
、
行
動
パ
タ
ー
ン

を
変
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
出
て

く
る
。

　

「
私
は
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い

な
い
、
過
少
評
価
だ
」
と
い
う
思

い
に
落
ち
込
ん
だ
時
、
食
事
が
変

わ
り
、
糖
尿
病
発
症
の
引
き
金
に

な
る
よ
う
で
あ
る
。
糖
尿
病
は
、

食
生
活
が
重
要
で
、
食
べ
る
速
度

が
速
い
方
に
は
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

習
慣
に
改
め
る
よ
う
に
指
導
す

る
。
そ
れ
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
歩

き
方
な
ど
他
の
こ
と
で
行
動
す
る

習
贋
を
覚
え
て
い
た
だ
く
。
料
理

を
す
る
方
に
は
「
少
し
頑
張
れ
ば

鍋
が
空
に
な
る
。
も
っ
た
い
な

い
」
を
止
め
、「
腹
も
身
の
う
ち

ゴ
ミ
箱
で
は
な
い
」
と
説
明
し
、

準
備
時
に
控
え
め
に
作
っ
て
い
た

だ
く
。
空
腹
時
の
買
い
物
は
買
い

過
ぎ
る
の
で
避
け
、
夕
方
の
タ
イ

ム
サ
ー
ビ
ス
等
で
も
買
い
過
ぎ
な

い
よ
う
に
助
言
す
る
。
駅
や
百
貨

店
で
は
、
一
つ
の
階
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
わ

ず
に
歩
く
こ
と
を
勧
め
る
。

　

取
り
越
し
苦
労
を
す
る
タ
イ
プ

に
投
薬
す
る
場
合
、
効
能
に
つ
い

て
ゆ
っ
く
り
説
明
し
、
そ
れ
か
ら

副
作
用
を
さ
ら
っ
と
流
し
、
不
安

を
取
り
除
く
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分
の
行
動
特
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
い
て
、
不
健

康
な
行
動
パ
タ
ー
ン
を
意
識
し
改

善
に
努
力
し
て
い
た
だ
く
。
こ
の

部
分
が
改
善
さ
れ
た
時
、
生
活
習

憤
病
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
。

　

習
慣
あ
る
い
は
癖
は
一
朝
一
夕

に
は
改
ま
ら
な
い
。
日
ご
ろ
の
小

さ
い
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
国
憲
法
の
前
文
に
は
、

「
主
権
が
国
民
に
存
す
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

参
政
党
が
創
憲
し
た
新4

日
本
国
憲

法
に
は
「
主
権
が
国
民
に
あ
る
」

と
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
ど
こ

ろ
か
、
第
４
条
に
は
「
国
は
主
権

を
有
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
上
、
日
本
国
憲
法
の
第
９

条
と
、
第
10
条
か
ら
第
23
条
に
あ

る
「
国
民
の
権
利
と
自
由
」
の
条

項
を
全
て
削
除
し
た
上
で
「
権

利
」
を
「
権
理
」
に
変
更
し
て
い

ま
す
。

　

そ
う
で
す
。
日
本
の
「
民
主
主

義
」
と
「
自
由
主
義
」
と
い
う
国

の
あ
り
様
を
根
本
か
ら
変
え
る
、

正
に
ク
ー
デ
タ
ー
で
す
。
で
す
の

で
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
真

っ
赤
な
嘘
！　

本
当
は
「
日
本
国

フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
す
。
主
語
が
、

日
本
人
と
日
本
国
で
は
、
正
反
対

で
す
。
選
挙
で
国
民
を
騙
し
て
票

を
得
よ
う
と
す
る
と
は
、
参
政
党

よ
恥
を
知
れ
！　

と
申
し
上
げ
た

い
。

　

憲
法
は
、
国
家
の
根
本
を
形
作

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

夕
食
は
部
屋
食
で
あ
っ
た
。
月

替
わ
り
の
６
月
の
献
立
は
食
前
酒

に
但
馬
の
地
酒
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
外
に
も
「
西
村
屋
」

の
名
前
が
冠
さ
れ
た
特
製
の
純
米

吟
醸
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
分
16
度
、

精
米
歩
合
58
％
、
此
の
友
酒
造
）

も
別
注
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
味

わ
い
で
ど
ち
ら
も
旨
か
っ
た
。

　

前
菜
の
後
、
勧
め
肴
が
紅
ガ
ニ

宝
楽
蒸
し
。
と
こ
ろ
で
城
崎
の
冬

の
味
覚
と
言
え
ば
本
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

（
＝
松
葉
ガ
ニ
）
で
あ
る
が
、
城

崎
の
松
葉
ガ
ニ
漁
の
解
禁
期
間
は

短
く
11
月
初
め
〜
３
月
で
、
西
村

屋
本
館
で
も
そ
の
時
期
限
定
で
あ

る
。
期
間
外
は
冷
凍
し
て
い
な
い

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
＝
香
住
ガ
ニ
＝

紅
ガ
ニ
）
を
提
供
す
る
。
松
葉
ガ

ニ
も
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
も
甘
味
が
強

く
、
松
葉
ガ
ニ
の
方
が
身
入
り
は

し
っ
か
り
と
詰
ま
っ
て
お
り
食
感

が
楽
し
め
る
が
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
方
が
甘
味
は
強
く
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
は
強
い
。

　

椀
物
に
、
御お

む
こ
う
づ
け

向
附
が
旬
の
お
刺

身
取
り
合
わ
せ
色
々
、
あ
し
ら
い

一
式
。
焼
き
肴
が
旬
の
地
魚
（
沖

め
ば
る
）
若
狭
焼
き
、
小
さ
な

蟹
、
茄
子
田
楽
、
岩い

わ

水も

雲ず
く

、
蝶
丸

十
（
さ
つ
ま
い
も
）、
亀
の
手
。

亀
の
手
は
甲
殻
類
の
一
つ
で
フ
ジ

ツ
ボ
に
近
い
。
磯
の
香
り
が
感
じ

ら
れ
、
食
感
は
貝
の
よ
う
だ
が
甲

殻
類
の
風
味
。
濃
厚
な
旨
み
と
も

い
わ
れ
る
が
身
が
少
な
い
た
め
、

正
直
、
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

箸
休
め
の
次
に
、
台
物
が
但
馬

牛
リ
ブ
ロ
ー
ス
山
椒
鍋
、
彩
り
野

菜
。
量
と
し
て
は
多
く
な
い
が
、

や
は
り
但
馬
牛
は
旨
い
。
次
回
は

但
馬
牛
づ
く
し
の
但
馬
牛
彩
り
会

席
を
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。

　

料
理
長
は
高
橋
悦
信
氏
で
、
有

名
割
烹
・
料
亭
の
料
理
長
を
歴
任

し
た
の
ち
、
２
０
０
０
年
に
西
村

屋
本
館
料
理
長
、
05
年
よ
り
総
料

理
長
に
就
任
。
但
馬
の
旬
の
食
材

へ
の
こ
だ
わ
り
が
他
と
違
う
。
食

材
の
選
び
方
が
と
て
も
上
手
い
。

　

朝
食
は
百
畳
の
「
泉
霊
の
間
」

で
い
た
だ
い
た
。
大
正
十
四
年

（
１
９
２
５
年
）
に
発
生
し
た
北

但
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
証
と
し

て
桐
の
格
天
井
な
ど
貴
重
な
木
材

を
あ
し
ら
っ
て
建
築
さ
れ
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

た
立
派
な
部
屋
で
あ
る
。
掲
げ
ら

れ
て
い
る
「
泉
霊
」
の
書
は
、
犬

養
毅
元
首
相
（
雅
号
木
堂
）
が
震

災
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
自
ら
の

筆
と
硯
で
し
た
た
め
た
直
筆
。
ま

文
章
化
し
な
け
れ
ば
、
国
家
権
力

が
民
主
主
義
と
自
由
主
義
を
取
り

上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
分
か

り
や
す
い
例
が
香
港
で
す
。
日
本

を
香
港
の
よ
う
に
は
、
絶
対
に
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
参
院
選
で
は
、
自
民
党

を
除
く
全
て
の
党
が
「
消
費
税
減

税
」
な
り
「
消
費
税
廃
止
」
を
選

挙
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。　
　

　

と
こ
ろ
が
、
８
月
１
日
か
ら
の

臨
時
国
会
で
、
３
年
前
に
立
民
・

社
民
・
共
産
・
れ
い
わ
４
党
で
合

意
し
た
「
消
費
税
５
％
減
税
法

案
」
を
提
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ど
こ
ろ
か
、
７
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
と
「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率

廃
止
法
案
」
を
通
常
国
会
終
了
間

際
の
６
月
11
日
に
提
出
。
委
員
長

を
解
任
し
て
ま
で
衆
議
院
で
採
決

し
ま
し
た
。
参
議
院
で
否
決
さ
れ

る
の
を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
な

ぜ
選
挙
直
前
に
提
出
し
た
の
か
？

　

３
月
に
提
出
し
て
い
れ
ば
、
参

議
院
で
否
決
さ
れ
て
も
、
衆
議
院

に
差
し
戻
さ
れ
て
、
多
数
野
党
で

採
決
で
き
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

で
す
。

　

８
月
１
日
に
同
じ
法
案
を
11
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
と
再
度
提
出

し
ま
し
た
。
れ
い
わ
が
言
う
よ
う

に
、
多
数
野
党
が
臨
時
国
会
の
会

期
を
長
く
し
て
採
決
す
れ
ば
、
９

月
１
日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
25
・
１

円
安
く
で
き
た
ん
で
す
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
れ
い
わ
と
保
守
党
と
沖

縄
の
風
以
外
は
、
な
ぜ
自
民
党
案

の
会
期
５
日
間
に
賛
成
し
た
の

か
？　

そ
の
期
日
で
は
、
採
決
不

可
能
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
で

す
。

　

加
え
て
少
数
与
党
の
自
民
党
と

協
議
書
を
作
り
「
財
源
確
保
の

る
羅
針
盤
で
あ
り
、
国
家
権
力
と

権
力
者
を
律
し
縛
る
最
高
法
で

す
。
そ
れ
以
外
の
法
律
は
、
国
家

権
力
が
国
民
を
律
し
縛
る
法
律
で

す
。
則
ち
、
縛
る
側
と
縛
ら
れ
る

側
が
反
対
な
ん
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
前
文
に
「
い
ず
れ

の
国
家
も
、
自
国
の
主
権
を
維
持

し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う

と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
」
と

謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
も
含

め
各
国
に
主
権
が
あ
り
ま
す
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
神
谷
代
表
は
日
本

国
に
は
主
権
が
な
い
の
で
新4

日
本

国
憲
法
に
わ
ざ
わ
ざ
明
記
し
た
と

仰
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
主
主
義
で
な
い
国
は

ロ
シ
ア
や
中
国
の
よ
う
に
世
界
中

に
様
々
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
日

本
国
憲
法
に
あ
る
よ
う
に
、「
主

権
在
民
」
と
「
国
民
の
権
利
と
自

由
」
を
憲
法
に
重
ね
重
ね
明
確
に

た
震
災
の
際
、
町
長
と
し
て
西
村

屋
四
代
目
・
西
村
佐
兵
衛
氏
が
復

興
の
指
揮
を
執
っ
た
後
、
日
本
海

航
空
を
設
立
し
水
上
飛
行
機
に
よ

る
遊
覧
飛
行
を
行
っ
た
が
、
当
時

の
飛
行
機
の
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　

高
橋
料
理
長
自
ら
が
献
立
を
あ

ら
た
め
但
馬
の
食
文
化
と
安
心
・

安
全
な
食
材
を
取
り
入
れ
た
朝
食

が
提
供
さ
れ
る
。
和
食
か
洋
食
が

選
択
可
能
で
和
食
を
選
択
し
た
。

　

勧
め
肴
は
上
段
の
右
手
が
鰤
の

南
蛮
漬
け
、
煮
凝
り
、
明
太
子
、

青
物
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
左
手
が
枝

豆
汲
み
湯
葉
、
亀
甲
餡
掛
け
、
下

段
が
神ほ

ん
だ
わ
ら

馬
藻
（
海
藻
）
の
白
和

え
、
烏
賊
素
麺
沖
漬
け
、
小
松
菜

と
占し

め

地じ

の
浸
し
、
台
物
が
但
馬
産

若わ
か

芽め

と
城
崎
豆
腐
の
と
き
立
て
味

噌
汁
、
葱
、
山
菜
。
焼
き
肴
が
日

本
海
底
曳
き
の
鰈

か
れ
い

一
夜
干
、
津
居

山
漁
港
練
り
天
、
自
家
製
ら
っ
き

ょ
。
二
番
出
し
汁
で
柔
ら
か
く
ふ

っ
く
ら
と
優
し
い
味
わ
い
で
炊
い

た
煮
物
に
高
野
豆
腐
、
木
の
葉
南

京
、
人
参
、
卵
料
理
に
だ
し
巻
き

卵
、
ご
飯
は
土
鍋
で
炊
い
た
美
方

村
岡
の
棚
田
米
で
、
米
不
足
の
さ

な
か
も
お
か
わ
り
し
放
題
だ
っ

た
。

　

多
く
の
食
材
の
一
つ
ひ
と
つ
が

丁
寧
な
仕
上
が
り
で
提
供
さ
れ
、

会
席
か
と
見
紛
う
、
朝
食
と
は
思

え
な
い
満
足
度
で
あ
っ
た
。

【
西
区

前
田　

達
生
】

で
あ
る
。

　

力
で
の
一
方
的
現
状
変
更
が
認

め
ら
れ
て
は
、
平
和
へ
の
第
一
歩

ど
こ
ろ
か
、
世
界
戦
争
へ
の
序
章

で
あ
る
。
わ
が
国
に
と
っ
て
身
近

か
な
北
方
領
土
、
尖
閣
、
済
州
島

や
台
湾
海
峡
は
、
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
、
決
し
て
他
人
ご
と
で
は

な
い
。

　

日
本
国
憲
法
第
９
条
を
国
是
と

し
て
い
る
わ
が
国
は
、
世
界
に
向

け
て
、
は
っ
き
り
Ｎ
Ｏ
を
宣
言
す

べ
き
で
あ
る
。

　

石
破
さ
ん
は
、
武
器
生
産
・
輸

出
と
戦
争
を
分
離
し
て
考
え
て
お

ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
か
つ
て
空
襲

や
原
爆
が
ど
の
よ
う
な
地
域
に
落

と
さ
れ
た
か
を
振
り
返
っ
て
見
れ

ば
、
こ
の
分
離
論
が
い
か
に
危
う

い
か
、
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
分
か

る
は
ず
で
あ
る
。「
二
兎
を
追
う

も
の
、
一
兎
を
も
得
ず
」
な
の
で

あ
る
。

（
２
０
２
５
・
８
・
17
）

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり
湯 宿 旅湯 宿 旅4646

赤
絨
毯
で
迎
え
ら
れ
た

侵
略
者

参
院
選
後
の
恐
怖
と
茶
番

肥
満
と
や
せ
と

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

灘
区　
　

岡
本　

好
司

城崎温泉城崎温泉

西村屋本館西村屋本館（下）（下）

城崎温泉 西村屋本館
客室数：29室
〒669-6101　兵庫県豊岡市城崎町湯嶋四六九
電話：0796-32-2211
予約専用電話（９時～19時）：0796-32-4895
FAX：0796-32-4456
URL：http://www.nishimuraya.ne.jp/
E-Mail：honkan@nishimuraya.ne.jp

夕
食
の
但
馬
牛
リ
ブ
ロ
ー
ス
山
椒
鍋
、

彩
り
野
菜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
食
会
場
の「
泉
霊
の
間
」。
犬
養
毅
元

首
相
直
筆
の
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

上
」
の
条
件
を
追
加
し
た
上
「
年

内
の
早
い
時
期
」
と
11
月
１
日
も

削
除
し
ま
し
た
。
こ
の
条
件
で
は

法
案
が
否
決
さ
れ
る
の
で
は
と
心

配
で
す
。
そ
の
上
「
軽
油
の
暫
定

税
率
廃
止
」
は
組
み
込
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

三
党
以
外
の
野
党
は
ど
ち
ら
を

向
い
て
政
治
を
し
て
い
る
の
か
？

　

投
票
し
た
民
意
は
無
視
な
の

か
？　

全
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

の
か
？

　

で
な
い
な
ら
、
石
破
内
閣
不
信

任
案
を
出
し
て
解
散
総
選
挙
に
持

ち
込
み
ま
し
ょ
う
！　

わ
れ
わ
れ

国
民
が
関
与
で
き
な
い
自
民
党
総

裁
選
挙
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
流
れ
続

け
る
の
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

で
す
。

　

「
不
信
任
案
提
出
」
今
で
し

ょ
！
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予知性をもって咬合再構成を実施する
ために知っておきたい理論と術式　　

はじめに
　「咬合再構成」とは、全顎的に咬
合を再構築し形態や機能の回復を図
る治療の総称です。多くの場合に下
顎位の３次元的な修正が必要となり
ます。特に、下顎位の垂直要素は
「咬合高径」と呼ばれ、これを増大
させる行為を「咬合挙上」と呼びま
す。

咬合高径の評価は多角的に　
　咬合高径の確固たる評価法はない
ため、①形態的評価法（顔貌測定な
ど）、②機能的（生理的）評価法
（Ｍ・Ｎ発音位など）、③補綴的評
価法（診断用Wax upなど）、の中の
複数の方法で、多角的に評価しま
す。意外にも、重度Tooth wearや長
期的に放置した欠損を有する（咬合
再構成が必要な）患者さんでも、
「咬合高径適正範囲である」と気付
くことがあります。歯や歯槽部の挺
出により代償性に咬合高径が維持さ
れている場合があるのです。

重要な下顎位を整理しよう
（顆頭位と咬合位）
　咬合再構成に関わる下顎位は主
に、顆頭（下顎頭）の位置で定義で
きる「顆頭位」と、歯の接触状況に
よって定義される「咬合位」に分け
られます。
① 顆頭位：中心位、顆頭安定位、な
ど。

② 咬合位：中心咬合位、咬頭嵌合
位、（Brillによる狭義の） 筋肉
位、など。

③ その他：靭帯位、姿勢位、（広義
の）筋肉位、など。

　なお、それぞれの意義は、無料で
PDFを入手可能な、日本補綴歯科学
会編纂の「歯科補綴学専門用語集
（第６版）」をご参照ください（図
１の二次元コードからダウンロード
可能）。

咬合挙上を伴う咬合再構成に
関するこれまでの知見
　ある総説１）では、①患者は最大
５㎜程度の挙上に適応可能（ただし
挙上量は必要最小限に留めるべ
き）、②新しい咬合高径への適応の
確認には１カ月程度の経過観察が望

ましい、③経過観察に用いる暫間装
置は、可撤性装置（スプリントな
ど）より固定性装置（暫間ブリッジ
など）の方が、装着感や発語への影
響が少なく有効である、④付与すべ
き咬合様式は、Mutually protected 
occlusion（前方滑走時は切歯、側方
滑走時は犬歯、咬頭嵌合位では臼歯
が咬合圧を負担する咬合様式）かグ
ループファンクションが望ましい、
と報告されています。
　③については、多くの臨床家が
「まずは可逆的に新たな下顎位の妥
当性を検証するのが望ましい」とす
る中で、本総説の特徴的なポイント
です。
　その他、咬合高径変更に伴う副作
用に関して、①筋痛は２週間程度、
②筋活動量の変化は３～４カ月、③
発語障害は２～４週間、でそれぞれ
消失するだろう、との報告がありま
す２）。これらの論文では、「咬合高
径の変更は、顆頭が中心位にある状
態で行うべき」としています。

咬合再構成における
水平的下顎位決定の三つの基準
　咬合再構成の手順は図１の通りで
す。②の「咬合高径・水平的下顎位
の仮設定」のうち、咬合高径の評価
は前述の通りです。一方、水平的下
顎位の決定には、以下の三つのいず
れかを基準として用いるのが一般的
なようです（表）。
① 咬頭嵌合位：「術前の咬頭嵌合位
が筋肉位と一致し、顆頭が顆頭安
定位にある」と評価できる場合、
咬合再構成を簡易的に進められる
可能性があります。チェアサイド
でバイトワックスなどを用いて決
定した挙上量に準じ、タッピング
ポイントで咬合採得を行い、暫間
装置を製作します。
② 中心位：術前の咬頭嵌合位に信頼
性がない場合、顆頭を中心位に誘
導した上で咬合採得を行い、咬合
器上で挙上量を仮決定し、暫間装
置を製作します（フェイスボウト
ランスファーと調節性咬合器が必
要）。
③ タッピング運動：①、②での対応
が困難な場合、患者さんに、水平
的な運動範囲を下顎が自由に移動
できるように咬合面をフラットに

仕上げたスプリントを装着しても
らいます。タッピングポイントが
安定したら、そのタッピングポイ
ント（筋肉位と想定される）で咬
頭嵌合できるような暫間補綴装置
を製作します。①、②よりもスプ
リント装着が長期に渡るため、患
者さんの負担が大きく、「最終手
段」という色合いが強いです。

咬合再構成時の注意点と
難症例への対応
　難症例の条件として、①術前に咬
合高径の減少が疑われない（咬合挙
上による悪影響の懸念）、②下顎角
やFMA（フランクフルト平面と下
顎下縁平面のなす角）が大きい（臼
歯部の補綴スペース確保が困難）、
③咬合平面の乱れ、などが挙げられ
ます。特に、重度Tooth wearの患者
さんで①の条件を満たす場合には、
「術前の咬頭嵌合位と中心咬合位の
ズレの有無により咬合再構成の進め
方が異なる」という考え（図２）３）

があり、臨床的にも有用と考えてい
ます。

おわりに
　「エビデンス」には研究論文や総

説だけでなく、「専門家の意見」と
いった臨床上の経験則も含まれま
す。全ての患者さんに利用できる治
療理論はないので、状況に応じた
「都合の良いエビデンス」を拠り所
にせざるを得ません。
　それは問題ではなく、それらの限
界（limitation）を理解し、先人やご
自身の経験則も参考にしながら、個
々の患者さんに最適な治療を取捨選
択することが、本当の「Evidence-
based dentistry」ではないでしょう
か。
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（６月1日、歯科定例研究会より）

図１　咬合再構成の手順

咬合挙上の基準 咬合再構成後の
顆頭位

咬合再構成後の
咬頭嵌合位 適した症例

咬頭嵌合（IP） 顆頭安定位（SCP） 筋肉位（MCP）

・ 咬頭嵌合位とタッピングポイントが
一致する症例

・COとIPのズレが小さい
・顎関節、咀嚼筋に異常がない症例

中心位（CR） 中心位（CR） 中心咬合位（CO）

・咬頭嵌合位が不適切な症例
・咬合が崩壊した症例
・タッピング運動が安定しない症例
・明らかな早期接触が存在する症例 

タッピング運動 顆頭安定位（SCP） 筋肉位（MCP）

・咬頭嵌合位が不適切な症例
・中心位への誘導が困難な症例
・咬合が崩壊した症例
・タッピング運動が安定しない症例

表　咬合再構成の際の三つの基準（咬頭嵌合位、中心位、タッピング運動）

図２　重度Tooth wear症例のカテゴリー分類（Turnerら）

咬合高径の減少を認める？

中心咬合位で
補綴空隙の確保が可能？

Yes
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No

No
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カテゴリー1：咬合高径の減少を伴う症例
特徴：

治療：

前歯部の重度Tooth Wear
臼歯部咬合支持の減少・喪失

① 可撤性装置によるOVD減少の確定診断（6～8週間）
② 固定性装置での経過観察（2～3カ月）
③ 最終補綴治療（中心位で安定した咬合の確立）

カテゴリー2：咬合高径の減少を伴わないが補綴空隙を確保できる症例
特徴：

治療：

臼歯部咬合支持の残存
長期的な摩耗の経過（歯の挺出を伴う緩やかな摩耗の蓄積）

① 下顎の中心位への誘導
② 安定した咬合の確立

カテゴリー3：咬合高径の減少を伴わず補綴空隙が存在しない症例
特徴：

治療：

前歯部の長期的な摩耗の経過（歯の挺出を伴う緩やかな摩耗の蓄積）
前歯部と比較して軽度な臼歯部の摩耗

① 矯正治療、骨切りを含む外科治療
② 支台歯の歯冠高径確保のためにクラウンレングスニング、便宜抜髄

※後方歯の補綴空隙の確保は困難のため、支台歯形成時に配慮（保持・抵抗形態
　の付与、テーパー角の小さな軸面形成、クラウンレングスニング）が必要

※やむを得ず咬合挙上する場合には最小限に留め、長期的な経過観察が必要
※咬合挙上は歯の動揺増加、持続的な圧下・摩耗の原因となり得る

低

高

難易度

中心咬合位と咬頭嵌合位が
大きくズレている？
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③ 暫間装置（可撤性and/or固定性）で設定した下顎位の妥当性を検証 
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